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研究成果の概要（和文）：本研究は、中東地域政治の動向を決定する上で各国政府が注視する一般大衆の政治意識が、
近年の政治変動の中でいかに再構成されたのかを分析することで、対象国内の政治エリートと大衆の関係や体制の安定
ないし不安定化の要因を解明するとともに、こうした内政と外交政策がいかに連動し合っているかを探ることを目的と
する。
 1)政治的認知地図はイラク、イスラエル、パレスチナにおいて記述され、その解明がなされた。2)政党支持態度を通
じた分析は、「エジプトとシリアにおいて政変の帰結がなぜ異なったのか」という問いに答える研究を生み出した。3)
越境移動に関する研究では、レバノンを対象とした調査で通説を見直す進展が見られた。

研究成果の概要（英文）：This study explores the correlations between the ordinary people's political attit
udes and several aspects of the political regimes in the Middle East in order to find a major determinant 
of regime stability and what a kind of connection between domestic and foreign policy.

The findings are as follow, (1) The political mental maps are described as the  the people's recognition o
f the foreign affairs in Iraq, Israel, and Palestine. (2) The research of a party support structure provid
es an answer to the question why the consequences of Egyptian and Syrian uprisings were different. (3) The
  migration research project produces a revision of the perceptions of the Lebanese toward cross-border mo
vement. 
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１．研究開始当初の背景 
中東は 21世紀を迎えて 10年を経てもな
お、多くの紛争を抱えた地域である。2003
年のイラク戦争によってサッダーム・フセ
イン政権が崩壊した後、イラクは利権を巡
って政治勢力間の合従連衡と武力衝突が渦
巻く国となった。イスラエルは建国以来、
常に周辺諸国と占領下にあるパレスチナに
とっての脅威である。イスラエル－シリア
間の和平交渉が再び俎上にあがろうとして
いるが、双方の思惑やねらいは不透明であ
る。 
これまで中東政治の分析においては、当
該地域がおおむね権威主義的な統治下にあ
るため、世論調査は不適切と見られてきた。
しかしながら、シリアの現地調査によって、
政権が政策立案に先立って世論調査を含む
多様な手法で情報収集を行っていることが
明らかになっている。ゆえに、世論調査と
調査データの計量分析は、地域の政治主体
の視点に沿った現実的な分析を可能にする
手段となっている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、中東地域政治の動向を決定す
る上で各国政府が注視する一般大衆の政治
意識が、近年の政治変動の中でいかに再構
成されたのかを分析することで、①対象国
内の政治エリートと大衆の関係や体制の安
定／不安定化の要因を解明するとともに、
②こうした内政と外交政策がいかに連動し
合っているかを探ることを目的とする。 
この目的を達成するため、現地研究機関
との協力（調査委託）に基づく全国規模の
直接面談方式もしくは電話による世論調査
を実施し、得られた調査データの計量分析
を行い、それを踏まえた上で比較政治学的、
地域研究的な視点から中東地域政治の動態
的な把握を試みる。世論調査の多角的分析
と解釈を通じて比較政治学と地域研究の課
題を架橋することで、これまでにない現実
的かつ包括的な結果が期待できる。 

 
３．研究の方法 
本研究計画で明らかにしたい三つの課題、
すなわち「中東諸国民の政治的認知地図の
解明、政党支持態度の構造、および国際移
動経験と意識」を解明するため、平成 23
年度にイラク世論調査およびイスラエル世
論調査、24年度にレバノン世論調査および
パレスチナ世論調査、そして平成 25年度に
エジプト世論調査を実施した。世論調査で
は各国国民を母集団とし、多段階無作為抽
出法で標本となる世帯から回答者個人を特
定した。各国とも標本数が 800になるよう
調査設計した。 

 
４．研究成果 
(1) 中東諸国民の政治的認知地図はイラク、
イスラエル、パレスチナにおいて記述され、

その解明がなされた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1：イラクの政治的認知地図 

 
イラク国民は中東の国際関係を「復興貢献
への期待」(横軸)と「安定化への不信」(縦軸)
によって位置づけていると考えられる。そし
て右下のイスラエルと米国を「占領・敵国陣
営」、露・仏・日・英・中を「経済支援国陣
営」、シリア・イラン・サウジを「イラク翻
弄国陣営」として認知し、自国を翻弄国陣営
の中に位置づけていた(図 1参照)。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2:イスラエルの政治的認知地図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3:パレスチナの政治的認知地図 

 
 
 



 イスラエル国民は中東の国際関係を「現状
秩序の見直し(revisionism)」(横軸)と「米国の
対中東政策との近似性」(縦軸)によって把握
しているとみられる。シリアとイラクを中心
とする中東諸国は「急進派陣営」を構成して
おり、米・英・仏と自国によって「欧米によ
る現状維持勢力」を担っている。エジプトと
ヨルダンは現状維持勢力に追随している。現
状維持勢力と急進派陣営との二極構造シス
テムが中東における国際関係の基本構図で
あることが分かる(図 2参照)。 
 パレスチナ人は中東の国際関係を「中東地
域に対する関与の度合い」(横軸)と「地域に
おけるアクターの安定性」(縦軸)によって認
識しているとみられる。図 3はアラブの春の
前後において中東諸国および域外大国の外
交的関与や政変に対する各国政府の安定度
を表している。矢印の長さは政変前と政変後
におけるポジションの違いの大きさを表し
ている。 
 
(2)政党支持態度を通じた分析は、「エジプト
とシリアにおいて政変の帰結がなぜ異なっ
たのか」という問いに答える研究を生み出し
た。この研究によればそれぞれの体制支配政
党である国民民主党とバアス党の支持構造
において、国民民主党支持はバアス党支持に
比べて小さく、さらに支持態度を説明する変
数がより少ないことが明らかになった。すな
わち、エジプトの与党支持構造は政変前の段
階で腐食しており、体制が動揺しやすい状態
にあったのだった。 
 イラクにおいては政党支持構造の分析を
手がかりに、地域政治が各宗派から無条件に
支持を調達できる状況いわゆるエスニック
政治に規定されているわけではなく、各党の
政策的志向性にも左右される部分が大きい
ことが明らかにされた。すなわち「修正宗派
主義」という見方がイラク政治の分析視角と
して適切であることが示された。 
 
(3)越境移動に関する研究では、レバノンを対
象とした調査で進展が見られた。レバノン人
に対して「様々な言語を自由に操り、商才に
長け、進取と革新の精神に富んだ人々が、母
国と世界をまたにかけて活躍している」とい
う通念がある。この通念ないしステレオタイ
プを「新しいフェニキア人」と呼んでおくが、
果たして実際のレバノン人がこのような通
念通りに人々なのかどうか、という問いを立
てることができる。本研究計画の調査データ
を分析したところ、現在レバノン国内に居住
している市民は概して国際的な越境移動の
経験に乏しく、また移動に対する関心も低い
ことが明らかにされた。従って「新しいフェ
ニキア人」は地方名望家（ザイーム）階層に
属するごく一部のレバノン人に対するイメ
ージに過ぎず、このイメージに基づいて中東
地域研究を行うことは危険だという結論に
達した。 
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